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研究成果の概要（和文）：　シャイネスの高さと初対面での行動の関係を調査した結果、顕在的にシャイな人は初対面
でのスキルが不足していたり、あがったり落ち着かなくなったりするなどの反応がみられ、それにより質問をしたり会
話を広げたりするような能動的な行動がみられないというプロセスがあることが示された。これを踏まえ、初対面場面
での円滑なコミュニケーションを促進するスキルとしてSNS上での事前情報収集に着目し、その効果を実験によって検
討した。分析の結果、対面前に相手の作成したブログを閲覧し、対面時の会話をシミュレーションしてみることで、初
対面場面における緊張や過敏さ、自信のなさといったシャイネスの側面が改善されることが示された。

研究成果の概要（英文）：The relationship between the degree of shyness and behavior at first meetings was 
investigated. The results indicated that people with high explicit shyness did not have sufficient skills 
for first meetings and showed emotional responses, such as getting nervous, or losing the composure. 
Consequently, they did not display active behaviors, such as asking questions, or broadening the scope of 
the conversation. Based on the above findings, this study collected information in advance, by using SNS 
of meeting partners, and examined the effect of such information on skills useful for promoting smooth 
communication at first meetings. The results of experiments indicated that aspects of shyness, such as 
tension, sensitivity, and lack of self-confidence improved by reading blogs written by meeting partners 
in advance, through simulating conversations at the first meeting.

研究分野：社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
Blogや SNS（ソーシャルネットワーキング
サイト）が身近になり、インターネット上で
自己開示をする機会が増えている。それと同
時に、他者に関する様々な情報を得ることも
できるようになった。相手のプロフィールや
近況を事前に知ることで会話のトピック等
も見つけやすいことから、対人交流を苦手と
するシャイな人にとって、SNSは親和性の高
いメディアであると考えらえる。 
先行研究によれば、シャイな人ほど、SNS
（Facebook）の利用時間が長く、SNSに対し
て肯定的な態度を抱いていることが示され
ている（Orr et al., 2009）。また、社会不安が
高い人々は、SNS上で相互作用やプロフィー
ル等の閲覧をする中で友人に関する情報を
収集する傾向にあることが明らかになって
いる（Courtois et al., 2012）。これらを踏まえ
ると、SNS上の情報を活用することは、シャ
イな人の対人交流を円滑に進める上で有効
に働くのではないかと期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究では、対人交流の中でも、シャイな
人が苦手とする初対面場面に焦点を当て、
SNS での事前接触によって初対面場面での
社会適応性の向上を目指すプログラムを開
発し、その効果を実証的に検討することを目
的とした。そのためにまず、（1）シャイな人
が初対面の相手と交流する際に円滑なコミ
ュニケーションを阻害しうる要因について
検討した上で（研究 1）、（2）SNSを活用した
シャイネス改善プログラムを開発し、その効
果を実証的に検討した（研究 2）。 
研究 1では、シャイネスの種類による違い
を検討することも目的に含まれた。シャイネ
スには、顕在的に査定されるシャイネスと潜
在的に査定されるシャイネスとで異なる側
面を示すことが指摘されている（Asendorf, 
Banese & Mücke, 2002）。そこで、顕在的シャ
イネスと潜在的シャイネスのそれぞれにつ
いて分析を行った。また、研究 2では、プロ
グラムの効果に影響を及ぼし得る個人差要
因についても検討した。具体的には、①初対
面の人や新しい状況に遭遇する際に生じる
「新奇恐怖」と、②自身のシャイネスは変わ
りうるものと考えるか固定的なものと考え
るかという個人差を示す、「シャイネスに関
する暗黙の自己観（以下、シャイネス自己
観）」について検討した。 
 
３．研究の方法 
（1）研究 1：2波パネル調査 
初めに、顕在的シャイネス及び潜在的シャ
イネスが初対面行動に及ぼす影響、及びその
行動を媒介する要因について検討するため
に、2波パネル調査を行った。この調査では、
新奇恐怖及びシャイネス自己観を測定する
尺度を翻訳し、信頼性の検討等を併せて行っ
た。具体的には、インターネット調査会社の

モニターを対象としたweb調査を 1か月間隔
で 2度実施した。①特性シャイネス（顕在的
シャイネス）、②シャイネス IAT（潜在的シャ
イネス）、③初対面場面でのスキル、④初対
面場面での情動的反応（顔がこわばったり、
足が震えるなどの“生理的反応”と、不安に
なったり落ち着かなくなるなどの“心理的反
応”）、⑤初対面場面での行動（受容的行動・
能動的行動）、⑥社会的望ましさ反応、⑦新
奇恐怖、⑧シャイネス自己観などについて尋
ねた。323 名（潜在的シャイネスに関しては
251名）のデータが分析対象となった。 

 
（2）研究 2：実験研究 
次に、SNSを活用したシャイネス改善プロ
グラムを開発し、その効果を実験によって検
討した。顕在的シャイネスの高い女子大生 60
名が実験に参加した。実験群と対照群を設け、
①初対面場面でのスキル、②初対面場面での
情動的反応（生理的反応・心理的反応）、③
評価懸念などを測定し、実験前後の変化を比
較した。また、実際に初対面場面を設定し、
そこでのふるまいを分析した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果として、（1）シャイな人が初
対面の相手と交流する際に円滑なコミュニ
ケーションを阻害しうる要因（シャイネスが
初対面行動に及ぼす影響を媒介する要因）の
検討、（2）日本語版新奇恐怖尺度の作成と信
頼性・妥当性の検討、（3）シャイネス自己観
尺度の作成、（4）シャイネス改善プログラム
の開発とその効果の検討の 4点を報告する。 
 
（1）シャイネスが初対面行動に及ぼす影響
を媒介する要因の検討 
 
① 目的・方法 
研究 1 の調査より、初対面場面において、
顕在的・潜在的シャイネスがどのように行動
に影響を及ぼすのかを検討した。シャイネス
の二重分離モデル（Asendorf, Banese & Mücke, 
2002）を参考に、顕在的シャイネス者は統制
可能な要因（スキル）が不足しているために、
潜在的シャイネス者は統制困難な要因（情動
的反応）が生じるために初対面場面を苦手と
しているのではないかとの仮説を立てた。分
析では、安藤ら（2004）による 2段階の交差
遅れモデル分析を行い、シャイネスが初対面
場面でのスキルや各情動的反応を媒介して
行動に与える影響を推定した（図 1）。 

 
 
 
 
 
 
 

図 1. 概念モデル図 
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② 結果 
初めに、シャイネスが初対面での行動に及
ぼす直接的な影響（パス c）を検討したとこ
ろ、顕在的シャイネスでは有意なパスはみら
れなかった。潜在的シャイネスでは正の効果
みられた（β= .10～.13）。 
続いてスキルや情動的反応による媒介効
果を検討した（パス a, b）。顕在的シャイネス
ではパス aが有意であり、シャイネスが高い
と初対面場面でのスキルが低いことや（β= 
-.33）、生理的・心理的反応がみられることが
示された（順にβ= .18, 21）。パス bと合わせ
た媒介効果をみると、一部有意傾向ではある
ものの、スキル不足により能動的行動ができ
ないという仮説に沿った効果に加えて、あが
ったり落ち着かなくなったりして能動的行
動がとれないという心理的反応による媒介
効果もみられた（図 2, 3）。 

 
 
 
 
 
 

**p< .01, †p< .10 
図 2. スキルによる媒介効果 

 
 
 
 
 
 
 

***p< .001, †p< .10 
図 3. 心理的反応による媒介効果 

 
潜在的シャイネスについては、情動的反応
においてパス aに有意傾向がみられたものの、
その効果は非常に小さなものであった。また、
情動的反応から能動的行動へのパス bが有意
であった。パス cの結果と併せると、潜在的
シャイネスは初対面場面でのスキル不足や
情動的反応をほとんど引き起こさず、初対面
場面での不適応的な行動も引き起こさない
と解釈された。 
以上より、顕在的シャイネスと潜在的シャ
イネスとでは初対面場面における行動への
影響が異なることが示された。特に前者では
初対面場面でのスキルや心理的反応が媒介
要因となることが確認された。  

 
（2）日本語版新奇恐怖尺度の作成と信頼
性・妥当性の検討 
 
① 目的・方法 
初対面の人や新しい状況に遭遇する際に
生じる恐怖は「新奇恐怖」と呼ばれ、個人差
がみられることが明らかになっている。新奇
場面への恐怖はシャイネスの原因の一つで
あるとされており（Buss, 1986）、本研究で開

発するプログラムの効果に影響を及ぼし得
る変数と考えられる。しかし、これを測定す
る日本語版の尺度は見当たらないことから、
Pliner &  Hobden（1992）の General Neophobia  
Scale (GNS)の日本語版を作成した。尺度の翻
訳にはバックトランスレーションの手続き
を用い、8 項目から成る日本語版新奇恐怖尺
度を作成した（表 1）。 

 
表 1 日本語版新奇恐怖尺度の項目 

項目 

・私は、自分が新しい状況にいることがわかると、心地
悪さを感じる 
・私は、出かけている時はいつも、なじんだ環境に戻り
たいと思う 
・私は、未知のものが怖い 
・私は、新しい場面でとても居心地が悪い 
・私は、休暇中はいつでも家に帰るのが待ちきれない 
・パーティーに出かけた時、知らない人と話すことを避
ける 
・慣れていない環境では不安だ 
・知らない人の隣に座ることは好きではない 
 
② 結果 
尺度の内的一貫性を検討したところ、α

=.86 であった。また、2 度の調査の得点間の
相関係数を算出した結果、r =.75( p <.001)であ
ったことから、十分な内的一貫性・再検査信
頼性が示された。 
この尺度の得点について性差を検討した
ところ、男性（M =3.18, SD =.72）よりも女性
（M =3.32, SD=.72）の方が有意に得点が高か
った（t (591) = -2.34, p<.05）。また、構成概念
妥当性の検討として特性シャイネスとの相
関関係を検討したところ、先行研究から予測
される通り、強い相関がみられた（r =.78, p 
<.001）。 
 
（3）シャイネス自己観尺度の作成 
 
① 目的・方法 
シャイな人の社会的課題への反応を検討
する際には、自身のシャイネスは変わりうる
ものであると考えるか固定的なものである
と考えるかという個人差を考慮することが
有用であることが示されている（Beer, 2002）。
この変数も、本研究で開発するプログラムの
効果に影響を及ぼし得る要因であると考え
られる。しかしながら、これを測定する日本
語の尺度は見当たらないことから、Beer
（2002）による Implicit self-theory of shyness
をバックトランスレーションの手続きを経
て翻訳し、日本語版を作成した。本尺度は、
「私のシャイの程度がどんなレベルであれ、
そのレベルについて私にできることは多く
ない」「私のシャイなところは、自分ではほ
とんど変えられない私に関するものである」
「私のシャイは固定的なものではなく、徐々
に変わる（逆転）」等の 6 項目から構成され
る。 
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② 結果 
 内的一貫性を確認したところ、α= .76であ
り、再検査信頼性は r = .63 (p < .001)であった。
この尺度では性差は見られず、社会的望まし
さ反応との間に負の相関がみられた（1 回目
調査：r = -.58, p < .001, 2回目調査：r = -.52, p 
< .001）。 
 
（4）シャイネス改善プログラムの開発とそ
の効果の検討 
 
① 目的 
研究 1より、顕在的シャイネスが高いと初
対面場面でのスキルが低かったりあがった
り落ち着かなくなったりするなどの反応が
みられ、初対面場面で質問をしたり会話を広
げたりするような能動的な行動がみられな
いという媒介過程があることが示された。ま
た、先行研究より、社会不安が高い人は、SNS
上で相互作用やプロフィール等の閲覧をす
る中で友人に関する情報を収集する傾向に
あることが示されている（Courtois et al., 
2012）。そこで本研究では、初対面場面での
円滑なコミュニケーションを促進するスキ
ルとして SNS 上での事前情報収集に着目し、
その効果を実験によって検討した。 
 
② 方法 
事前情報収集を行う実験群、時間統制を行
った統制群、時間統制のない統制群の 3群を
設け、参加者はランダムに割り当てられた。
参加者はまず、初対面場面でのスキル、初対
面場面での情動的反応（生理的反応・心理的
反応）、新奇恐怖、シャイネス自己観などの
尺度に回答した。その後、実験操作の段階を
経て、サクラが待機する部屋に移動し、「お
互いのことをよく知る」目的で 5分間会話を
した。最後に、再び上記の尺度等に回答した。 
実験操作の段階では、群ごとに以下のよう
に時間を過ごした。まず実験群では、初対面
の相手（サクラ）と対面する前に、“友人か
ら教えてもらった”という設定でサクラが作
成したブログを 10 分間閲覧した。その後、
対面時の会話をシミュレーションさせた。統
制群（時間統制あり）では、実験群が上記の
ことをしている時間に相当する 15 分間自由
時間を設けた。統制群（時間統制なし）では、
質問紙に回答した後すぐに初対面の相手と
対面をした。 
対面場面は録画され、研究の目的を知らな
い第三者によって参加者の振る舞いや印象
がコーディングされた。 
 
③ 結果 1：実験群と対照群の比較 
分析に先立ち、対面の前後に回答させた尺
度の変化量を算出した。その数値について、
2 つの統制群の得点の平均値を比較したとこ
ろ、有意な差はみられなかった。時間統制の
有無は影響しないことが確認されたため、以
降の分析では両群を統制群として統合した。 

分析の結果、統制群に比べて実験群の方が、
初対面の相手と接する際の生理的反応（顔が
こわばったり、足が震えるなど）や心理的反
応（不安になったり落ち着かなくなるなど）
が減少しており、事前情報収集の効果がみら
れていた。一方スキルについては群間に差は
みられなかった（表 2）。また、サクラとの対
面場面での行動については、群間で有意差は
みられなかった。 

 
表 2 各変数の変化量の平均と標準偏差 

 実験群 統制群 F 
心理的反応 .61 ( .59) .30 ( .53) 5.45* 
生理的反応 .34 ( .48) .11 ( .52) 3.51† 
スキル .84 ( .58) .64 ( .74) 1.54 

*p<.05, †p<.10 
 

④ 結果 2：新奇恐怖による調整効果 
事前情報収集の効果について、新奇恐怖に
よる調整効果を検討した。分析の結果、新奇
恐怖の高いシャイネス者は、統制群よりも実
験群において、心理的反応の改善が見られて
いた。一方、新奇恐怖が低い人ではこのよう
な差は見られなかった。したがって、本プロ
グラムは新奇恐怖傾向のあるシャイネス者
に特に有効であるといえる。 
 
⑤ 結果 3：シャイネス自己観による調整効果 
事前情報収集の効果について、シャイネス
自己観による調整効果を検討した。分析の結
果、“自身のシャイネスは変えられない”と
考える場合は、実験群の方が心理的反応や生
理的反応の変化量が大きく、事前情報収集の
効果がみられた。一方“自身のシャイネスは
変えられる”と考える場合には、条件による
違いはみられず、事前情報収集の効果はなか
った。したがって、本プログラムは固定的な
シャイネス観をもつシャイネス者に有効で
あるといえる。 
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